
 

湖西市男女共同参画推進計画の見直しの方向性について 

 

１ 現計画における現状課題 

 （1）効果的な取り組みができていない重点施策がある。 

・取り組みの優先順位がなく、効果的な取り組みができていない。 

・取り組みの比重を意識したり、庁内連携が出来ていない。 

 

 （２）計画目標への到達方法が見えない。 

   ・目標（KGI）を意識した取組が浸透していない。 

 

 （３）効果的な庁内連携が出来ていない。 

   ・審議会からの意見や職員研修を通した働きかけを実施しても、積極的な庁内

連携に繋がっていない。 

 

２ 現状課題の解決のための方向性 

(1)推進計画の構成の見直し（計画書とアクションプランに分ける。） 

  ①計画書…理念・体系図・データ（根拠）・全体の成果指標（KGI）と目標値 

  ②アクションプラン…成果指標（KGI、KPI）の設定、施策の内容 

施策の内容は毎年度報告・評価し、随時見直す。 

 

(2)重点施策の設定の見直し 

重点施策を設定することによるメリットやデメリットを考えながら、今後どうす

べきか審議会において検討していく。 

 

(3)事務事業の連携を促進する 

各課の事業と、男女共同参画の目指すところに共通目標があり、連携による相乗

効果があることが認識されると連携に繋がりやすい。事業見直しの際には、こうい

った視点の取組ができるかを各課と協議していきたい。 

 

（例） 

 

 

 

 

 

資料 1-1 

暴力の 

根絶 

パープルリボン（女性への暴力根絶） 

オレンジリボン（児童虐待根絶） 


